
様式 2（指導に関する記録） 

フリガナ    

児童生徒名    

学年 

６年 

指導時間 

週（    ）単位時間 

月（     ）単位時間 

作成日 平成  年  月  日 

更新日 平成  年  月  日 

校長 教務 

  

指導時間  週（５）単位時間 指導場所：＊＊小学校 国際教室 

日
本
語
の
力 

【話す力】聞きなれた言葉を組み合わせて，自分自身のことや身近な出来事について，単文を使って話すことができる。 

【読む力】小学校２年生程度の学習漢字が混じった短文を読んで，大意を理解することができる。 

【書く力】自分と関係のあるテーマについて，日常よく使う語彙や表現を使って，短い文を書くことができる。 

【聴く力】身近な内容について，２，３文の連文を聴いて，大意を理解することができる。 

【教科学習に参加する力】本国と日本の移動により、未習箇所があり、算数では学年相応の基礎計算が難しい。 

教科用語に関しては、聴いて理解することも、読んで理解することも難しい。 

指導

目標 

・日本の学校生活や社会生活において，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成する。 

・教科等において，課題把握・情報収集・観察等の様々な活動に日本語で参加することができる。 

日本語指導

プログラム 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 ２月 ３月 

日本語基礎・技能別日本語 

日本語と教科の統合学習・教科の補習 

「
特
別
の
教
育
課
程
」
に
よ
る
日
本
語
指
導 

指導計画 
指導内容，方法に関する評価および学習状況の評価等 

前期 後期 

日本語基礎・技能別日本語（４月～３月） 

①漢字の基本的構成（部首，音訓，

筆順，送り仮名など）を理解する。 

②興味のある課題に対して，日常語

彙を使って作文を書く。 

③学校の行事など経験した事柄につ

いて，順序に沿って簡単な構成の

文章を書く。 

④読むことを通して新しい知識・ア

イディア・感情・態度などを学ぶ。 

①３年生の漢字教材がほぼ終了した。「漢

字の組み立てと意味を考えよう」（３年

生国語上）を取り上げ、漢字の構成に

ついて学習し、部首の表す意味を理解

した。（９月） 

②③日常的なできごとを毎日日記に書く

ことができた。初めは基本文型に言葉

を代入する方法で練習をし、質・量と

もに課題があったが、徐々に、文法的

な間違いが尐なくなり、語彙も増えて

きた。（９月） 

③修学旅行の作文に取り組み、写真やパ

ンフレットを使い、順序を意識させる

ことで、800 字程度の作文を書くことが

できた。（１０月） 

④図書委員になり本の貸し出しに関わる

ことで、読書への興味が深まった。読

んでいる本は、比較的ことばの易しい

ものではあるが、「本の貸し出し記録」

では、クラスの上位になり、自信を持

った様子である。 

（３月） 

日本語と教科の統合学習・教科の補習（４月～３月） 

【国語】 

①（リライト教材や視覚教材などの

支援を得て）説明文を読み，時間

的な順序や事柄の順序などについ

て理解する。 

②支援を得て，物語文を読み，登場

人物や場面について理解する。 

③興味のある課題に対して、日常語

彙を使って作文を書く。 

④学習内容について，複文を使いな

がら，順序立てて話す。 

 

①「イースター島にはなぜ森林がないか」

では，リライト教材を読み、大意を理

解することができた。説明文に使われ

る判断を表す多様な表現を覚え、短文

ではあるが意見を述べることができ

た。（５月） 

③「わたしの意見を書こう」では、日本

とブラジルの学校の違いについて材料

を集め、（支援はあったが）400 字程度

の意見文を書くことができた。（７月） 

 

②「海のいのち」では，リライト教材を

使い，「設定」「展開」「山場」「結末」

の場面ごとの大まかな内容と構成を理

解し、ワークシートにまとめることが

できた。（10 月） 

④「深めよう、言葉の世界」では、話し

言葉と書き言葉の違いに気付くことが

できた。見本を参考にして、フリップ

や発表メモを作り、クラスでも発表を

することができた。（12 月） 

【算数】 

・計算領域と図形領域の未習箇所を

補充する。 

・小学校 6 年生の算数の学習におい

て、分析的に考える活動に日本語

で参加する。 

 

 

 

・「分数」では、３年生の分数の概念から

指導を始め、５年生の「異分母の分数

の加減計算」、６年生の「分数の乗徐」

までの基礎計算ができるようになっ

た。 

 

・「図形」では、３年生の「三角形と角」

から指導を始め、４年生の「並行・垂

直と四角形」、「面積の測り方と表し方」

までを学習し、「向き合う」や「交わる」

など、位置や立場を表すキーワードを

理解することができた。立体図形まで

は、学習が進まなかった。 

上記以外

の 指導 

課題 

・夏休みのサマースクールは欠席することなく参加し、課題をやり遂げることができた。 

・中学校進学について、親子で不安を感じている様子だったので、12 月の保護者会、１月の中学校の入学説明会では、通訳

が入って詳しい説明をした。中学校入学後も通訳による支援が随時必要と思われる。 

取り出し指導の 

指導時数 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

１５ １５ ２１ １８ － １７ ２３ ２１ １８ １７ ２０ ２０ 

 

記入例 小学校６年生 

  教科につながる初歩的な学習段階 

     ～教科につながる基礎的な学習段階 

 

できること

を書く。 

豊橋市教育委員会 


